
～ 2026年　1月　25日

（対象者数） 36 （回答者数） 28

～ 2026年　1月　25日

（対象者数） 11 （回答者数） 11

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
発展的な音楽療育を進めて成長の度合いと連動できる

ように内容を検討してゆく

2
よりきめ細かい療育支援が可能となるよう協議を重ね

る

3 記録として残すものをデジタル化するか検討

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
意見交換や効率的な会議を心掛けた人員配置をしてゆ

く

2 人事ローテーションを意識して配置をしてゆく

3

○事業所名 　　まーち

○保護者評価実施期間
2026年　1月　1日

○保護者評価有効回答数

2026年　1月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　1月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

各種マニュアルなどの整備が中途半端な部分がある

業務を取り扱う者が限定的になっており人事ローテー

ションがうまく行われていない
事務的な業務が限定的な人員に偏りがある

支援にあたる時間以外の時間をなかなか有効活用できて

いない

時間を確保できない

音楽を積極的に取り入れた療育プログラム
言葉による関わりが難しい子でも音楽での療育が有効に

働く

個性に寄り添ったきめ細かい療育 その子の特性に合った教具などを用いて支援している

完全ペーパレス化を目指し支援システムを導入しており

保護者はスマートフォンで全ての連絡などが完結してい

る

支援計画や連絡帳、利用申し込みなどが一元管理されて

おり連絡トラブルなどは非常に少ない

事業所における自己評価総括表公表


